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電気通信設備据付標準図集 平成 31年 4月版 正誤表 

赤文字部分が修正箇所 

ﾍﾟｰｼﾞ 誤 正 

2-29

2-31

2-38

2-41

２編 耐震施工に係る資料編 

第３章 耐震施工計算例 

第３節 機器の据付計算例 

3-3-1 下固定機器の据付計算例

1.受変電設備

(2) 下取付ボルトの引張力、せん断力の検討

次に、下取付ボルトに引張力とせん断力を同時に受ける場合のボルトの許

容引張力度 ftsは以下となる。 

   fts＝1.4ft－1.6σs＝1.4×235.0－1.6×36.7＝270.2(N/ mm2)＜ft
⇒fts＝235.0(N/ mm2)

(3) アンカーボルトの引張力、せん断力の検討

次に、アンカーボルト M16(金属系拡張アンカーボルト)に引張力とせん断

力を同時に受ける時に、アンカーボルトが耐えられる場合は以下の関係が成

り立つ。 

(RDb2/Pa)2＋(Q2/ qa)2＜1 

ここで、 

(2,454/11,652)2＋(5,357/ 23,899)2＝0.09 ＜1 

上記によりアンカーボルト M16 の使用は問題ない。 

2.発電機

(3) アンカーボルトの引張力、せん断力の検討

3) 箱抜きアンカーの検討

組合せ応力による検定

(1,212/15,551)2＋(4,723/25,827)2＝0.04＜1 ・・・・O.K.

前後方向の下取付ボルトの引張力 RDb2は下記となる。 

２編 耐震施工に係る資料編 

第３章 耐震施工計算例 

第３節 機器の据付計算例 

3-3-1 下固定機器の据付計算例

1.受変電設備

(2) 下取付ボルトの引張力、せん断力の検討

次に、下取付ボルトに引張力とせん断力を同時に受ける場合のボルトの許

容引張力度 ftsは以下となる。 

   fts＝1.4ft－1.6σs＝1.4×235.0－1.6×36.7＝270.2(N/ mm2)＞ft
⇒fts＝235.0(N/ mm2)

(3) アンカーボルトの引張力、せん断力の検討

次に、アンカーボルト M16(金属系拡張アンカーボルト)に引張力とせん断

力を同時に受ける時に、アンカーボルトが耐えられる場合は以下の関係が成

り立つ。 

(RDb2/Pa)2＋(Q2/ qa)2＜1 

ここで、 

(2,454/11,652)2＋(5,357/ 23,899)2＝0.09 ＜1 ・・O.K 

上記によりアンカーボルト M16 の使用は問題ない。 

2.発電機

(3) アンカーボルトの引張力、せん断力の検討

3) 箱抜きアンカーの検討

組合せ応力による検定

(1,126/15,551)2＋(4,273/25,827)2＝0.04＜1 ・・・・O.K.

前後方向のアンカーボルトの引張力 RDb2は下記となる。 
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3-3-5 情報表示設備の据付計算例 

1．単柱設置例（「設計要領」通信編 第１０章 河川情報表示設備 より） 

(3) 柱の算定 

2) 柱応力の算定 

④ 合成曲げモーメント(固定時曲げモーメントを合成する) 

直風    Ｍ11＝ ＭX1
2＋ＭX1’2 

＝  3.924  kNm＋ 118.84 kNm 

＝ 122.76  kNm 

 

(4) 柱脚部の算定 

2) 中立軸の算定 

Ｘ3+3｛e0−(Ｄ0/2)｝Ｘ2−(6×ｎ0×at/b)｛ｅ0+(Ｄ0/2)−d1｝(d−Ｘ)=0 

Ｘ3+ 3｛367 −( 70 / 2)｝Ｘ2 − (6 × 15 × 22.89 / 70  ) 

×｛367+ (70 / 2 ) − 7.5} (62.5 −Ｘ)= 0 

Ｘ3+ 996 Ｘ2 − 39.266 × 394.5 × (62.5 −Ｘ)= 0 

Ｘ3+ 996 Ｘ2 + 15490 Ｘ − 968145 = 0 

これを解いて 

中立軸     Ｘ= 21.6  cm 

 

(5) 基礎の検討 

3) 基礎底面における全作用力 

直風 Ｖ＝ Ｎ＋γc×Ｌ×Ｂ×Ｄ＋γ×Ｌ×Ｂ×Ｄ’  

＝ 33.405kN ＋ 24.5kN/m3 ＋ 2.1m × 2.8 m × 1 m 

＋ 17kN/m3  ＋ 2.1 m × 2.8m × 0 m 

＝ 177.465kN 

ＭX0＝ ＭX＋ＨX×Ｄ ＝ 122.76 kN/m3 ＋ 19.726 kN × 1 m 

＝ 142.486 kNm 

地震  V＝ Ｎ＋γc×Ｌ×Ｂ×Ｄ＋γ×Ｌ×Ｂ×Ｄ’  

＝ 33.405 kN ＋ 24.5 kN/m3 ＋ 2.1m × 2.8m × 1 m 

＋ 17   kN/m3 ＋ 2.1 m × 2.8m × 0 m 

＝ 177.465 kN 

ＭY0
'＝ ＭY＋ＨY×Ｄ ＝ 94.491 kN/m3 ＋ 16.705 kN × 1 m 

＝ 111.196kNm 

常時 Ｖ＝ Ｎ＋γc×Ｌ×Ｂ×Ｄ＋γ×Ｌ×Ｂ×Ｄ’ 

＝ 33.405 kN ＋ 24.5 kN/m3 ＋ 2.1m × 2.8m × 1 m 

3-3-5 情報表示設備の据付計算例 

1．単柱設置例（「設計要領」通信編 第１０章 河川情報表示設備 より） 

(3) 柱の算定 

2) 柱応力の算定 

④ 合成曲げモーメント(固定時曲げモーメントを合成する) 

直風    Ｍ11＝ ＭX1＋ＭX1’ 

＝  3.924  kNm＋ 118.84 kNm 

＝ 122.76  kNm 

 

(4) 柱脚部の算定 

2) 中立軸の算定 

Ｘ3+3｛e0−(Ｄ0/2)｝Ｘ2−(6×ｎ0×at/b)｛ｅ0+(Ｄ0/2)−d1｝(d−Ｘ)=0 

Ｘ3+ 3｛367 −( 70 / 2)｝Ｘ2 − (6 × 15 × 22.89 / 70  ) 

×｛367+ (70 / 2 ) − 7.5} (62.5 −Ｘ)= 0 

Ｘ3+ 996 Ｘ2 − 39.266 × 394.5 × (62.5 −Ｘ)= 0 

Ｘ3+ 996 Ｘ2 + 15490 Ｘ − 968145 = 0 

これを解いて 

中立軸     Ｘ= 21.6  cm 

 

(5) 基礎の検討 

3) 基礎底面における全作用力 

直風 Ｖ＝ Ｎ＋γc×Ｌ×Ｂ×Ｄ＋γ×Ｌ×Ｂ×Ｄ’  

＝ 33.405kN ＋ 24.5kN/m3 × 2.1m × 2.8 m × 1 m 

＋ 17kN/m3  × 2.1 m × 2.8m × 0 m 

＝ 177.465kN 

ＭX0＝ ＭX＋ＨX×Ｄ ＝ 122.76 kN/m3 ＋ 19.726 kN × 1 m 

＝ 142.486 kNm 

地震  V＝ Ｎ＋γc×Ｌ×Ｂ×Ｄ＋γ×Ｌ×Ｂ×Ｄ’  

＝ 33.405 kN ＋ 24.5 kN/m3 × 2.1m × 2.8m × 1 m 

＋ 17 kN/m3 × 2.1 m × 2.8m × 0 m 

＝ 177.465 kN 

ＭY0
'＝ ＭY＋ＨY×Ｄ ＝ 94.491 kN/m3 ＋ 16.705 kN × 1 m 

＝ 111.196kNm 

常時 Ｖ＝ Ｎ＋γc×Ｌ×Ｂ×Ｄ＋γ×Ｌ×Ｂ×Ｄ’ 

＝ 33.405 kN ＋ 24.5 kN/m3 × 2.1m × 2.8m × 1 m 
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＋ 17 kN/m3 ＋ 2.1 m × 2.8m  × 0 m 

＝ 177.465 kN 

ＭY0
'＝ ＭY1＋ＨY1×Ｄ ＝ 3.924  kN/m3 ＋ 0 kN × 1 m 

＝ 3.924 kNm 

3-3-6 CCTV カメラ支柱の据付計算例 

1.CCTV カメラ支柱の据付計算例（機側装置 上部設置） 

(2) カメラ支柱 強度計算書 

3) 強度計算 

③ 柱脚部の検討 

(イ) アンカーボルトの検討 

(a) アンカーボルトのせん断応力度 

せん断力  Ｑ＝ Ｈx ＝ 13561Ｎ 

せん断応力度 τ＝  Ｑ/(ａs×ｎb) ＝ 4.8Ｎ/mm2 

σt＝4.8Ｎ/mm2  ＜ fsb×1.5 ＝137Ｎ/mm2 ＯＫ 

 

(c) アンカーボルトの定着の検討 

必要埋込長 Ｌo1＝σｔ×φb/(6×σba×1.5) ＝526 mm 

Ｌo2＝20×φb ＝480 mm 

（H12 建設省告示第1456号 参照） 

Ｌo2 ＞ Ｌo1 より    必要埋込長 Ｌo＝ Ｌo1＝526 mm 

 

(カ) リブプレートの検討 

(c) フランジとリブプレート溶接の検討 

有効断面積 Arfe＝Bre×2×0.7×s2＝ 1848 mm2 

 

 

2.CCTV カメラ支柱の据付計算例（機側装置 下部設置） 

(2) カメラ支柱 強度計算書 

3) 強度計算 

③ 柱脚部の検討 

(イ) アンカーボルトの検討 

(a) アンカーボルトのせん断応力度 

せん断力  Ｑ＝ Ｈy ＝ 11124Ｎ 

せん断応力度 τ＝  Ｑ/(ａs×ｎb) ＝ 3.9Ｎ/mm2 

σt＝3.9Ｎ/mm2  ＜ fsb×1.5 ＝137Ｎ/mm2 ＯＫ 

 

 

＋ 17 kN/m3 × 2.1 m × 2.8m  × 0 m 

＝ 177.465 kN 

ＭY0
'＝ ＭY1＋ＨY1×Ｄ ＝ 3.924  kN/m3 ＋ 0 kN × 1 m 

＝ 3.924 kNm 

3-3-6 CCTV カメラ支柱の据付計算例 

1.CCTV カメラ支柱の据付計算例（機側装置 上部設置） 

(2) カメラ支柱 強度計算書 

3) 強度計算 

③ 柱脚部の検討 

(イ) アンカーボルトの検討 

(a) アンカーボルトのせん断応力度 

せん断力  Ｑ＝ Ｈx ＝ 13561Ｎ 

せん断応力度 τ＝  Ｑ/(ａs×ｎb) ＝ 4.8Ｎ/mm2 

τ＝4.8Ｎ/mm2  ＜ fsb×1.5 ＝137Ｎ/mm2 ＯＫ 

 

(c) アンカーボルトの定着の検討 

必要埋込長 Ｌo1＝σｔ×φb/(6×σba×1.5) ＝526 mm 

Ｌo2＝20×φb ＝480 mm 

（H12 建設省告示第1456号 参照） 

Ｌo2 ＜ Ｌo1 より    必要埋込長 Ｌo＝ Ｌo1＝526 mm 

 

(カ) リブプレートの検討 

(c) フランジとリブプレート溶接の検討 

有効断面積 Arfe＝Bre×2×0.7×s2＝ 1596 mm2 

 

 

2.CCTV カメラ支柱の据付計算例（機側装置 下部設置） 

(2) カメラ支柱 強度計算書 

3) 強度計算 

③ 柱脚部の検討 

(イ) アンカーボルトの検討 

(a) アンカーボルトのせん断応力度 

せん断力  Ｑ＝ Ｈy ＝ 11124Ｎ 

せん断応力度 τ＝  Ｑ/(ａs×ｎb) ＝ 3.9Ｎ/mm2 

τ＝3.9Ｎ/mm2  ＜ fsb×1.5 ＝137Ｎ/mm2 ＯＫ 
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３－３－７  CCTV 簡易カメラ支柱の据付計算例 

(2) カメラ支柱 強度計算書 

3) 強度計算 

③ 注脚部の検討 

(ア) 中立部の算定 

（鋼構造接合部設計指針 第７章 7.2 露出柱脚の設計 露出柱脚の設計例 1 

(2) 降伏耐力の算定 参照） 

偏心量 ｅ＝ Ｍ/Ｎ＝ 4415 mm 

ヤング係数比 ｎ＝ 15 

中立軸の位置 Ｘｎ＝ 146 mm 

 

 

(イ) アンカーボルトの検討 

(a) アンカーボルトのせん断応力度 

   せん断力 Ｑ＝ Ｈx ＝ 5787Ｎ 

   せん断応力度 τ ＝ Ｑ/(as×nb) ＝4.1Ｎ/mm2 

σt＝4.1Ｎ/mm2  ＜ fsb×1.5 ＝137Ｎ/mm2 ＯＫ 

 

 

(c) アンカーボルトの定着の検討 

アンカーボルト許容引張力の算定 

引張側アンカーボルト 3 本当りの短期許容引張力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３－７  CCTV 簡易カメラ支柱の据付計算例 

(2) カメラ支柱 強度計算書 

3) 強度計算 

③ 注脚部の検討 

(ア) 中立部の算定 

（鋼構造接合部設計指針 第７章 7.2 露出柱脚の設計 露出柱脚の設計例 1 

(2) 降伏耐力の算定 参照） 

偏心量 ｅ＝ Ｍ/Ｎ＝ 4415 mm 

ヤング係数比 ｎ＝ 15 

中立軸の位置 Ｘｎ＝ 126 mm 

 

 

(イ) アンカーボルトの検討 

(a) アンカーボルトのせん断応力度 

   せん断力 Ｑ＝ Ｈx ＝ 5787Ｎ 

   せん断応力度 τ ＝ Ｑ/(as×nb) ＝4.1Ｎ/mm2 

τ＝4.1Ｎ/mm2  ＜ fsb×1.5 ＝137Ｎ/mm2 ＯＫ 

 

 

(c) アンカーボルトの定着の検討 

アンカーボルト許容引張力の算定 

引張側アンカーボルト 2 本当りの短期許容引張力 
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3-3-11 屋外自立架の据付計算例 

1.屋外自立架（あと施工アンカー） 

(3) 基礎の検討 

4) 接地圧の検討 

水平力の分担比 βH＝kHDf/(2kSB) ＝0.572×0.40/(2×0.122×1.00) 

＝0.864 

モーメントの分担比 βM＝ kH/kV･(Df/B)3＝ 0.572/0.405× 

(0.40/1.00)3 ＝0.090 

基礎底面に作用する水平力 HB＝ 1/(1＋βH)・H ＝ 0.536H 

基礎底面に作用するモーメント MB＝ 1/(1＋βM)・M ＝ 0.917M 

 

基礎底面に作用する応力 
 全応力 基礎底面に作用する応力 

長期 地震時 
風力

時 
長期 地震時 

風力

時 

鉛直力 13.99 14.34 13.64 13.99 13.99 14.34 13.64 13.99 

水平力 0 4.45 4.45 3.28 0 2.39 2.39 1.76 

モーメ

ント 
0 2.50 2.50 3.89 0 2.29 2.29 3.57 

 
 

 

基礎底面に作用する水平荷重 H ≦ 基礎底面地盤のせん断力の制限値 Hd

＝5.95kN 

短期（地震時）  2.39   ＜  5.95kN  ･････ OK 

短期（風力時）  1.76   ＜  5.95kN  ･････ OK 

 

3-3-11 屋外自立架の据付計算例 

1.屋外自立架（あと施工アンカー） 

(3) 基礎の検討 

4) 接地圧の検討 

水平力の分担比 βH＝kHDf/(2kSB) ＝0.572×0.40/(2×0.122×1.00) 

＝0.938 

モーメントの分担比 βM＝ kH/kV･(Df/B)3＝ 0.572/0.405× 

(0.40/1.00)3 ＝0.090 

基礎底面に作用する水平力 HB＝ 1/(1＋βH)・H ＝0.516H 

基礎底面に作用するモーメント MB＝ 1/(1＋βM)・M ＝ 0.917M 

 

基礎底面に作用する応力 
 全応力 基礎底面に作用する応力 

長期 地震時 
風力

時 
長期 地震時 

風力

時 

鉛直力 13.99 14.34 13.64 13.99 13.99 14.34 13.64 13.99 

水平力 0 4.45 4.45 3.28 0 2.29 2.29 1.69 

モーメ

ント 
0 2.50 2.50 3.89 0 2.29 2.29 3.57 

 
 

 

基礎底面に作用する水平荷重 H ≦ 基礎底面地盤のせん断力の制限値 Hd

＝5.95kN 

短期（地震時）  2.29   ＜  5.95kN  ･････ OK 

短期（風力時）  1.69   ＜  5.95kN  ･････ OK 

 

 




